
    

 【11.3. & 11.6. 高市首相誕生 立ち居振る舞いがネットも賑わって】    

 

高市首相誕生、また、ネットかと。ネット受けよりも、じっくりと事に向き合ってほしい。  

１１月６日の正平調にも違った意味で、期待を込めて言葉が高市首相に贈られていた 

  【2025.11.6. 女性総理誕生にNHK朝ドラのタイトルの言葉「虎に翼を送る】  

 

 NHK朝ドラのタイトル「虎に翼」。女性総理誕生を「次世代の未来を切り開く出来事」「翼を持つ虎」になれと。

言葉の重さも難が得ねば・・・・・と。さあ 厳しい時代の中での高市首相。刹那仕事にせぬように 

   【2025.11.19. きのう知らなかったことを知る喜び】 

 

  「私はさっきのわたしではない/そして あなたも」の言葉に応援のエール!!を送る 

11月混迷を深める世相 この秋 気になったインターネット・新聞より ニュース拾い読み 

【1】神戸新聞 「正平調」・より眺めた世相 11月 ( 掲載順位不同 お許しください ) 



【2025.11.28. 言葉を燃やすことは出来ますか 】 

 

仲間内 和の中での思いもかけない言葉が、相手にグサッと突き刺さる。 

 ざっくばらん 軽口 立場 環境 あぐら 一つ一つを重い教訓に 心せねばと 

【2025.11.26.青い空へと伸び行く麦 新大関 安青錦と祖国の明日にどうぞ幸あれ 】 

  

  安青錦の大関昇進 おめでとう。つらく厳しい環境の中での強い精神力にも感服する。 

大国の横暴ぶりに振り回されるウクライナの悲惨な状況を聞くにつけ、無力さを感じる日々です。 

今、急速に拡大する核抑止論。平和憲法の原則すら守れぬ日本。明日は我が身があちこちに顔を出す。 

“ 戦争・武器では平和は得られない ”と思う。厳しい中で、祖国への思いを胸に安青錦 ガンバレ!! 

 【2025.11.15. 世界で声援を浴びる大谷梢平選手 満票でMVP】 

 

   ここにも世界平和に貢献する日本の若者がいる。大谷梢平選手  

先頭に立って躍動する中、あの愛くるしい笑顔にどれだけ、希望と勇気をもらったことかと。 

この秋の正平調には 混乱の中にある世界・日本の現状に、無力感漂う世相への警鐘と 

そんな中で暮らす人々への応援歌が何度も掲載されています。 

今 自分の身に立ち返って答えを探す。先人たちの声にも耳を傾けて・・・・・ 



【2025.11.12.】トランプの大国主義の横暴に振り回される世界 道は開けるだろうか…・。 

 

  【2025.11.11.】いわれのない誹謗中傷 

    寅さんは ハッと感じて、その相手を探しに行く この相手を思う心の大切さ 

 

トランプの影響か 日本にも選挙ジャックした人物とそれに呼応した人の群れが現れた。 

本当に SNSや拡散させた場の提供には罪がないのか… 

「相手を思んばかる心ののない世界」の末期的症状が、日本の社会にも ここかしこ 

屁理屈はもう沢山 あかんことはあかんと司法はしっかり正してほしいなぁ 

【2】神戸新聞＜汀にて＞ 鷲田清一 木漏れ日のように密室の関係ほどく力を 

     神戸新聞 2025/10/29. 汀にて より、整理転載 

《ひとは、一人が別の一人の面倒をそっくりみるようにはできていません》 

 ずいぶん前のことになるが、大阪大学の大学院で哲学を学ぶ看護師が口にしたことばだ。 

ケアする人とされる人、ケアがそういう二人の閉じた関係としてあるのがそもそも歪なことなの

だというこの指摘は今日まで、わたしがケアといういとなみを考えるときの基本にある。 

 ケアといういとなみが、ケアする人とされる人、たとえば家族内の二人だけに閉じているとき、

その関係は往々にして煮詰まる。ぎくしゃくしたやりとりが重なり、もがけばもがくほど空気は

息苦しいものになって、やがて抜き差しならないフェイズに入る。 

そんなときに、たまたま電話機が音を立てる、だれかが通りかかかる、あるいはだれかの突然の

来訪など予測もしない出来事が起こる。すると、もつれた関係がいったん凍結され、さらにその後の展開によってはわ

ずかながらもほどけるということも起こる…。 

■ 偶然が噛みあう 

 介護をはじめとするケアの関係には、そのように偶然の力によって局面が変わるということがしばしば起こる。ケア

には、主体間の関係というより以上に、場の出来事という面があるからだろう。 

だからケアの現場では、日頃からそのような偶発事が起こりやすい空気をつくっておくという工夫がなされる。たとえ



ばあるホスピスのベテランナースは、きょうのやりとりはしんどくなりそうだなと予感するとき、 

「１５分くらい経ったころ、いちどケータイ鳴らしてね」と同僚に頼むというふうに、 

いってみれば偶然をわざと組み込んでおくと聞いたことがある。 

 そういう工夫、あるいは目配りが日頃からできていればいいが、しかし、偶然は計算外で起こるものだし、また汲々

のスタッフ本人にそうした余裕を求めるのは酷であろう。 

ケアは「世話」や「配慮」をはじめとして「してあげる」もののように記述されたりするが、むしろ思わぬ偶然に助け

られるという面がかならずあるようにおもう。 

 

 東京工業大学（現・東京科学大学）の未来の人類研究センターが刊行している『テクノロジーに利他はあるのか？』

という冊子を読んでいて、ある記述に眼が止まった。 

美学者の伊藤亜紗さんが、「与える」という行為がある意図をもってその結果をコントロールしようとするのに対し、

「漏れる」というのは 結果に無頓着なのに、全体としてはどこか噛（か）みあい、うまくいく、そういう事態がとて

も大事だというのだ。 

 「漏れる」といえばふつう、「漏電」に「漏水」、さらに「情報漏れ」というふうにネガティヴに語られるけれども、

おたがいの情報をふだんから一定度漏れ出させておかないと、災害などの緊急時にはかえって危険だというのだ。 

ある程度の情報漏れがあるから、どこをまっ先にケアしたらいいか、とっさにわかる。 

「漏れてしまうということが、社会性を生み出す」というのである。 

 あらためて、場が備えておくべき力というものをおもう。 

 

■相対化する眼 

 かつて町なかでは、いろんな暮らし、いろんな生業が、見るともなく見えていた。 

とりわけ子どもには、その見えているということが重要な意味をもっていた。 

じぶんを、そしてじぶんの家族を、これがすべてと思うのではなく、つねに多くのなかの一つのありようとして相対化

する眼がそのことで養われていた。だから、たとえば家族内の暴力事件の報道にふれても、それをいきなり一般化する

ような性急さを制限できていた。 

 現代、ほとんどの家族が鉄の扉で隔てられた密室に住まうようになって、見るともなく見えるそんな地域とその住民

たちの暮らしにふれることが少なくなった。だから「普通」という感覚をもつのがかんたんなことではなくなった。代

わりに、テレビやＳＮＳでふれる社会情報にじかに感情的な反応をするようになった。 

 

そういう反応がさらにメディアでタレントやインフルエンサーによって増幅され、根拠なしに「言い切る」ような発言

が巷（ちまた）にあふれもする。 

 突拍子もないことを言いだすとおもわれるかもしれないが、わたしがいま、テレビ（といっても観る人は減る一方だ

が）の番組制作に期待したいのは、ドキュメンタリーだ。 

それも歴史的な大事件ではなく、国内外のさまざまな地域での日々の暮らしを取材したもの。 

バラエティーよりもむしろそうしたドキュメンタリーの映像が、かつて町なかを歩くときに見るともなく眼に入ってき

たように、いま密室の部屋のなかでもＢＧＭのように眼と耳に入ってきたらいいなとおもう。 

それこそ木漏れ日のように。 

鷲田清一先生の「木漏れ日のように密室の関係ほどく力を」は実にわかりやすく頭に入り、うれしく拝読。 

技術屋の私には「余裕しろ」「無駄は無駄ならず」「限界設計」等の言葉に通じる話。要は今の世、ぎすぎすしな

さんなと言われていると。 また、社会性を養う観察眼「相対化する眼」の必要性も何かにつけて大切。 

「木漏れ日のように」??? 何だろうと思いましたが、 うれしく、そうでありたいなあと。 

「TVのドキュメンタリー」現場をありのままを見れると私も好き。それが一人一人の観察眼の醸成に 

今月の正平調にもあった「相手を思う心」にも通じて、思いがけずも色々なことが解けました。 

ありがとうございました。でも「相手を思う心」ははやりの「忖度」とは別物です。 

                          2025.11月 汀にてを読んで  From Kobe  Mutsu  
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